
様式１ 別添１

令和４年度実施事業及び令和５年度新規事業
消費者庁

令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

001 消費者政策企画・立案 平成21年度 終了予定なし 11 111 93 - 現状通り

一般競争入札の実施により適切な調達を行っ
ているが、一者応札となっていることから、
仕様書における業務に係る記載の明確化・細
分化、十分な契約期間の確保等より多くの応
札者が参加できるよう調達上内容・条件等に
ついて検討いただきたい。

51 19 ▲32 - 現状通り
以後、入札については仕様の見直しを始
め公告期間の確保等に努めてまいりた
い。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0001 - - - - - - ○

002 消費者財産被害対応 平成22年度 終了予定なし 26 26 33 - 現状通り
引き続き効率的な予算執行による事業実施に
努めること。

26 26 - - 現状通り
引き続き効率的な予算執行による事業実
施に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0003 - - - - - - 令和元年度 ○

003 インターネット取引調査 平成27年度 終了予定なし 13 13 13 - 現状通り
引き続き、効率的な予算執行による事業実施
に努めること。

13 13 - - 現状通り
効率的な予算執行による事業実施に努め
てまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0004 - - - - - - 平成30年度 ○

004 SNSを活用した消費生活相談の実証実験 平成30年度 令和4年度 23 23 19 - 終了予定 - - - - - 予定通り終了 - 消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0005 - - - - - - 令和元年度 ○

005
取引デジタルプラットフォーム（DPF）にお
ける消費者利益保護等推進事業

令和4年度 終了予定なし 120 120 88 - 現状通り
引き続き、必要性・効率性・有効性を検討
し、適切な予算執行に努めていただきたい。
また、更なる執行率の向上に努めていただき

115 111 ▲4 - 現状通り
執行率の向上に努めるとともに、効果
的・効率的な予算執行を図る。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費
新
22

0001 - ○

006
若年者の消費者被害防止のための情報発信手
法に係る調査業務

令和3年度 令和4年度 - 100 85

・総人口の減少傾向、少子化傾向の持続と
いった中で、施策の対象となる「若年者」総
数の動向、被害者に占める若年者の構成比と
いった基礎数値をおさえる中で、はじめて時
宜を得た事業と言い得るのではないか。
・アウトプットまでを本事業の範囲としてい
るが、本事業で実施している調査結果の情報
発信（情報発信のリーチ）については、本事
業の成果として捉えても良いのではないか。

終了予定 - - - - - 予定通り終了

・若年者に関する基礎数値については、
消費者意識基本調査の数値に基づき設定
している。御指摘を踏まえ、今後類似の
事業の立案の際に適切な指標の設定を検
討してまいりたい。
・調査結果を踏まえ、消費者庁公式ＬＩ
ＮＥ「消費者庁若者ナビ！」上での情報
発信において実践し、情報発信のリーチ
数の維持に取り組んでいる。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

- - - - - - 書面点検 最終実施年度 ○

新23-0001
法人等による寄附の不当な勧誘の防止等に関
する法律の執行等

令和5年度 終了予定なし - - - - 現状通り
令和5年度実施事業のため、一般競争入札等
による調達で適切な予算執行に努めること。

77 70 ▲7 - 現状通り
一般競争入札等による調達で適切な予算
執行に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

- - - - - - - ○

008 消費者団体訴訟制度に関する環境整備 平成21年度 終了予定なし 64 64 44 - 現状通り
令和６年度の要求金額も上がっているので、
更なる効率的な予算の執行に努めていただき
たい。

74 104 30 - 現状通り
所見を踏まえ、更なる効率的な予算の執
行に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0006 - - - - - - 令和2年度 ○

009 消費者契約に関する制度の企画立案 平成21年度 終了予定なし 19 19 26 - 現状通り
引き続き、効率的な事業の執行に努めるこ
と。

38 95 57 - 現状通り
所見を踏まえ、効率的な事業の執行に努
めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0007 - - - - - - 令和4年度 ○

010 消費者教育・普及啓発 平成21年度 終了予定なし 200 83 43 - 現状通り

消費者被害を防ぐべくアウトカム設定されて
いる。入札執行残、効率化以外に執行率低下
の要因がある場合は予算要求の見直しもご検
討いただきたい。

78 188 110 - 現状通り
主な要因は執行残であるところ、仕様書
の工夫等検討していきたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0008 - - - - - - 令和2年度 ○

011 エシカル消費の普及・啓発 平成27年度 終了予定なし 18 15 12 - 現状通り

消費者にエシカル消費の実践を促すアウトカ
ム設定になっている。執行率については全体
的に低予算に収めているところであるが、
（目）非常勤職員手当相当に係る支出が見受
けられないため、予算要求と事業実施に齟齬
が生じていないか確認いただきたい。

12 15 3 - 現状通り
非常勤職員手当に係る支出の記載を追記
いたしました。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0009 - - - - - - 令和3年度 ○

012 食品ロス削減推進 令和2年度 終了予定なし 122 42 48 - 現状通り

具体的なアウトカム設定ができている。予算
執行算を考慮しつつ随意契約が可能な金額で
も一般競争入札により調達するなど経費の効
率的使用を検討いただきたい。

48 203 155 - 現状通り
可能な範囲内で経費の効率的使用を検討
していきたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0010 - - - - - - 令和4年度 ○

013 消費者ホットラインの運用等 平成21年度 終了予定なし 120 139 125 - 現状通り

現在、アウトカム等指標を定めていない事業
でも、定められそうなものについては検討を
していただきたい。（相談窓口の認知度向上
など）

121 121 - - 現状通り

相談窓口となる消費生活センター等の認
知度向上に向け、より効果的な広報やそ
の効果を測る手法を検討するとともに、
引き続き効率的な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0011 - - - - - - 令和4年度 ○

014 地方公共団体との連携等の推進 平成21年度 終了予定なし 60 60 47

・本事業においては、事業費の4分の３が「非
常勤職員の雇用」に費やされているが、実際
にどのような業務を行うために必要であった
のか、「資金の流れ」に示されるべきではな
いか。・長期アウトカム「地方消費者行政の
充実・強化」について、地方自治体のうち地
方消費者行政の体制強化、予算の増額等、充
実・強化の視点を設定した上で、可能な範囲
で定量化していくことも必要と考える。・同
一事業者への少額随意契約が存在するため、
計画的な調達による一般競争への転換等、競
争性向上に向けた更なる取組が必要と考え
る。
・法執行に関わる研修については、アンケー
ト評価が真ん中以下の対象者へのフォロー
アップこそが重要なのではないだろうか。

現状通り
引き続き、必要性・効率性を検討し、適切な
予算執行を図られたい。

60 60 - - 現状通り

・指摘を踏まえて「資金の流れ」、アク
ティビティ①の「長期アウトカム」を修
正した。
・契約については、日頃から計画的かつ
競争性の確保に努めているが、引き続き
適正な契約・調達となるように取り組
む。
・法執行研修については、日頃の情報共
有を含めて参加者のフォローアップにつ
ながるような取組を検討する。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0012 - - - - - 書面点検 その他 令和元年度 ○

015 地方消費者行政強化交付金 平成20年度 終了予定なし 3,750 3,313 2,738 - 現状通り

必要性、効率性、有効性を検討し、適切な予
算執行を図られたい。また、予算額に対する
執行率については、更なる向上に努めていた
だきたい。

1,750 2,800 1,050 - 現状通り

引き続き、地方公共団体からの申請内容
を精査の上、適切に予算を執行する。ま
た、交付金の更なる活用が図られるよう
積極的な周知等を実施する。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0013 - - - - - - 令和2年度 ○

016 地方モデル事業 令和2年度 終了予定なし 105 92 90 - 現状通り
引き続き、効率的な事業の執行に努めていた
だきたい。

107 90 ▲17 - 現状通り
引き続き、地方消費者行政における課題
解決に向けて、効率的な事業の執行に努
める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0014 - - - - - - 令和3年度 ○

017 地方消費者行政人材育成事業 令和2年度 終了予定なし 49 33 33 - 現状通り
引き続き、コスト削減等に努めつつ、事業の
執行に努めていただきたい。

55 45 ▲10 - 現状通り

引き続き、消費生活相談員・消費生活協
力員・協力団体等の担い手の確保に向
け、戦略的かつ効果的な事業の実施に努
める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0015 - - - - - - ○

018 消費生活相談機能強化促進等補助金 令和4年度 令和5年度 1,000 - - - 終了予定 - - - - - 予定通り終了 令和５年度をもって事業終了する。 消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

- - - - - - - ○

019
消費者事故等に関する情報の集約・発信等の
施策の推進

平成21年度 終了予定なし 89 89 85

・「消費者の行動変化」、「事業者の行動変
化」という捉え方では、「定量的」な指標を
設定することはできないと思うが、少なくと
も消費者庁の施策により改善が期待できる要
素を見出して、その変化を示す指標として設
定することは可能ではないか。
・中間アウトカム「多種多様な事故情報の把
握」について、定量的な指標設定が困難な場
合は、これまで寄せられていなかった事故情
報が寄せられるようになった等、定性的に実
績を整理することも重要である。同様に、ア
クティビティ③についても、他の行政機関や
事業者への情報提供でどのような改善が図ら
れたか等、定性的に（事例として）整理する
ことも必要と考える。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、本事業の効果を
より的確に反映できるアウトカム指標の設定
を検討すること。

87 89 2 -
年度内に改善を

検討

特定の注意喚起に絞る、分野を限定する
などにより、何らかの行動変化を捕捉で
きないかを検討する。また、可能な範囲
で定性的に実績を記載することとした
い。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0016 - - - - - 書面点検 その他 平成30年度 ○

020
生命身体事故等の原因調査・再発防止のため
の提言

平成24年度 終了予定なし 69 80 69 - 現状通り

調達に際しては、可能な限り一般競争入札を
実施するなど、競争性の確保に努めるていた
だきたい。また、必要性・効率性・有効性を
検討し、適切な予算執行に努めること。

71 85 14 - 現状通り

一般競争入札以外による調達に際して
は、施策内容を踏まえ、一般競争入札以
外によらねばならない理由を慎重に吟味
する。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0017 - - - - - - 令和3年度 ○

021
食品安全に関するリスクコミュニケーション
等の推進

平成21年度 終了予定なし 63 63 50 - 現状通り
予算額に対する執行率について、年度により
波があるところ、引き続き、予算の効率的な
執行に努めていただきたい。

71 110 39 - 現状通り
予算執行の計画を立て、引き続き効率的
な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0018 - - - - - - 令和4年度 ○

022 インターネット通信販売等適正化事業 平成21年度 終了予定なし 83 82 51 - 現状通り
予算額に対する執行率の低下が見受けられる
ところ、更なる執行率の向上に努めていただ
きたい。

51 51 - - 現状通り

引き続き、特定商取引法の厳正な執行に
よるインターネット通信販売等における
取引の適正化を通じて消費者被害の防止
を図るとともに、必要に応じて、モニタ
リング調査の向上策を検討し、効果的、
効率的な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0019 - - - - - - 令和4年度 ○

023 消費者取引の対策 平成21年度 終了予定なし 193 158 124 - 現状通り
予算額に対する執行率について、更なる改善
に努めていただきたい。

180 201 21 - 現状通り
執行率の改善に向けた方策について検討
を行うとともに、効果的、効率的な予算
執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0020 - - - - - - 令和2年度 ○

024 不当表示等違反事件調査 平成21年度 終了予定なし 132 61 47

・施策全体の効果を示す定量的な指標の提示
は難しいと思われるが、例えば、「類似の不
当表示についての適正化」といった観点か
ら、不当表示の類型の中で限られた分野の不
当表示件数の変化(改善)を目指すような指標
設定もあり得るのではないか。
・短期アウトカム、中間アウトカムについ
て、補足的に、関係する令和4年度の実績が示
されているが、評価対象となる令和2年度から
令和4年度までの実績を全て明記することで、
年度ごとの消費者庁の活動全体、経年の変化
がより理解し易くなるのではないか。
・措置件数をひとまとめにするのではなく、
何か、効果的な分類はできないか。今後、確
約手続も導入されるということなので、その
整理の仕方に工夫の余地があるのではない
か。

現状通り
引き続き、必要性・効率性・有効性を検討す
るとともに、更なる執行率の向上に努めてい
ただきたい。

84 83 ▲1 - 現状通り

引き続き、適切なアウトカム設定のも
と、必要性・効率性・有効性を検討する
とともに、更なる執行率の向上に努めて
いく。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0021 - - - - - 書面点検 その他 ○

025 表示適正化のための普及・啓発等 平成21年度 終了予定なし 70 110 108 - 現状通り
調達に際しては、可能な限り、一般競争入札
を実施するなど、競争性の確保に努めていた
だきたい。

117 158 41 - 現状通り
調達に際しては、競争性を確保した方法
を可能な限り採用するとともに、引き続
き、効率的な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0022 - - - - - - 令和3年度 ○

026 消費税価格表示事件調査 平成26年度 令和4年度 23 23 20 - 終了予定 - - - - - 予定通り終了 - 消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0023 - - - - - - 令和2年度 ○

施策名：【1-③】 消費者に対する教育・普及啓発の企画・立案・推進

施策名：【1-④】 地方消費者行政の推進

施策名：【1-⑤】 消費者の安全確保のための施策の推進

施策名：【1-⑥】 消費者取引対策の推進

施策名：【1-⑦】 消費者表示対策の推進

補助
金等

令和４年度レビューシート番号

１つ目

令和５年度外部有識
者点検対象

令和５年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目

項・事項

２つ目

施策名：【1-②】 消費生活に関する制度の企画・立案・推進

施策名：【1-①】 消費者政策の企画・立案・推進及び調整

政策名：【1】消費者政策の推進

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

所見の概要 反映内容
施策 備　考

反映状況

執行額

委託
調査

令和５年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和６年度予算概算要求への反映状況調表

事業
番号

事　　業　　名
令和４年度

補正後予算額

令和４年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 会計区分 基金
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様式１ 別添１

令和５年度 令和６年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

補助
金等

令和４年度レビューシート番号

１つ目

令和５年度外部有識
者点検対象

令和５年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目

項・事項

２つ目

外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

所見の概要 反映内容
施策 備　考

反映状況

執行額

委託
調査

事業
番号

事　　業　　名
令和４年度

補正後予算額

令和４年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
政策 会計区分 基金

027 食品表示制度の検討・担保 平成21年度 終了予定なし 203 69 68 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化
に努め、今後、食品表示制度の消費者の満足
度については適切な目標値を設定し、事業の
成果の向上を目指していただきたい。また、
一者応札については、その要因を分析し、一
者応札の解消に努めること。

92 63 ▲29 - 現状通り

引き続き、測定指標については、適切な
数値を設定してまいりたい。また、一者
応札の要因についても検討を重ね、解消
に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0024 - - - - - - ○

028
食品表示制度(保健機能食品制度等を除く｡)
の適正化･充実

平成21年度 終了予定なし 8 23 20 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化に努
め、今後、食品表示制度の消費者の満足度につい
ては適切な目標値を設定し、事業の成果の向上を
目指していただきたい。

8 20 12 - 現状通り

引き続き適切な予算執行及び事業の効率
化に努めるとともに、測定指標について
は、適切な数値を設定し、事業の成果向
上に努めていく。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0025 - - - - - - ○

029 食品表示制度の普及・啓発 平成21年度 終了予定なし 4 4 2 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化に努
め、今後、食品表示制度の消費者の満足度につい
ては適切な目標値を設定し、事業の成果の向上を
目指していただきたい。また、コロナ禍において
定着した新しい生活様式に見合った普及・啓発の
方策については、本事業にどのように反映するの
か、また、その時期について追記していただきた
い。

3 3 - - 現状通り

引き続き、効率的な予算執行に努めると
ともに、適切な数値を設定してまいりた
い。また、次年度以降の消費者向けセミ
ナーは、対面手法に加えて、コロナ禍に
おいて定着したウェブ会議システムによ
る手法を組み合わせて開催し、より多く
の消費者への普及活動に努めていくこと
とする。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0026 - - - - - - ○

030 保健機能食品に関する制度等の適正化・充実 平成21年度 終了予定なし 8 8 2 - 現状通り
引き続き、効率的な予算執行に努め、事業の
成果の向上を目指していただきたい。

11 16 5 - 現状通り
引き続き、効率的な予算執行及び事業成
果の向上に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0027 - - - - - - 令和4年度 ○

031 機能性表示食品等の買上調査等による検証 平成29年度 終了予定なし 18 18 18 - 現状通り
引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化
に努めていただきたい。

15 15 - - 現状通り
引き続き、適切な予算執行及び事業の効
率化に努めてまいりたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0028 - - - - - - 令和2年度 ○

032 特定保健用食品ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの運用 平成30年度 終了予定なし 5 5 5 - 現状通り

引き続き、効率的な予算執行に努めていただ
きたい。なお、競争性の無い随意契約による
調達があるため、具体的にどのような効率的
な予算執行に努めているかについて追記して
いただきたい。

4 4 - - 現状通り

本データベースの運用は、栄養研とデー
タベース運用事業者との間で契約されて
おり、建議に基づき特定保健用食品に関
する情報が十分に提供されている状況を
保守するために必要な価額である。引き
続き特定保健用食品に関する情報が十分
に提供されている状況を確認するととも
に、適切な運用が行われていることを注
視していきたい。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0029 - - - - - - ○

033 食品表示対策の推進 平成21年度 終了予定なし 96 96 95 

 ・各省庁の調査結果から導き出されると
の説明のあった「不適正表示率」は、定義
もしっかりしていて、特定の食品分野に対
するものに限定されるとはいえ、食品表示
対策の推進状況の測定指標として期待でき
るように思う。
・同一事業者への少額随意契約が存在する
ため、計画的な調達による一般競争への転
換等、競争性向上に向けた更なる取組が必
要と考える。
・認知度、満足度については、むしろ特定
の「見直し、改善、改訂」に対するそれを
示していることを明示し、第三者の評価も
絡めて指標を作るとよいのではないか。

現状通り

引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化
に努め、今後、食品表示制度の消費者の満足
度については適切な目標値を設定し、事業の
成果の向上を目指していただきたい。

92 90 ▲2 - 現状通り

・可能な範囲で、より競争性の高い発注
が行えるよう努めていきたいと考えてい
るが、特定の表示事項が制度化されるま
での過程には、必要な要素が多くあり、
予め計画を立てて進めることが困難なも
のがあることについてご理解いただきた
い。
・特定の表示事項の改正に当たっては、
事前に消費者等の意見を踏まえた時代に
即した見直しを行っているところであ
る。なお、食物アレルギー制度や病者等
を対象とした特別用途食品制度といった
特定の「見直し、改善、改定」に対する
測定指標を用いることは該当する消費者
への効果しか反映されないことから、本
制度の目的である「一般消費者の安全性
の確保及び自主的かつ合理的な食品選択
の確保」の評価を測る指標としては、制
度全体の「認知度」、「満足度」を測定
指標として用いる方が適切である。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0031 - - - - - 書面点検 その他 ○

034
消費者意識･行動等の調査･分析及び消費者白
書作成･報告

平成26年度 終了予定なし 67 67 60 - 現状通り

主たる調達は一般競争入札により実施されてい
る。一者応札が見受けられるため応札者を増やす
べく仕様書内容検討や参加条件の見直しなど行っ
ていただきたい。

75 69 ▲6 - 現状通り
御指摘を踏まえ、調達において応札者を
増やせるよう検討を行っていく。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0032 - - - - - - 令和2年度 ○

035 消費者行政に係る国際的な連携の強化 平成21年度 終了予定なし 95 95 76 - 現状通り

調達においては一般競争入札により実施されてお
り、引き続き応札者増加が見込めるよう仕様書の
見直しや業務内容の具体化等を検討し、更なる経
費の効率的使用をお願いしたい。

107 157 50 - 現状通り
御指摘を踏まえ、調達において応札者を
増やせるよう検討を行っていく。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0033 - - - - - - 令和4年度 ○

036 公益通報者保護制度の推進 平成21年度 終了予定なし 92 92 46 - 現状通り

執行率は50％であるが、一般競争入札にかけ
ることによる執行残が発生、会議等のオンラ
イン実施により会場借料等の経費を削減でき
ている。それ以外にも執行率低下の要因がな
いかを考慮しつつ引き続き効率的な予算執行
に努めていただきたい。

102 91 ▲11 - 現状通り
御指摘を踏まえ、引き続き、効率的な予
算執行を図る。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0034 - - - - - - ○

037 消費者志向経営の推進 平成27年度 終了予定なし 22 22 20 

・本事業は平成27年度に開始されており、消
費者志向自主宣言事業者の数は、現在まで500
社ほどに達している。当面は地方自治体、事
業者団体、消費者団体などとの連携を強化し
ながら、これまでの活動を地道に継続し、社
会的な関心の広がりを醸成していくと同時
に、より効率的な推進のための方策、また、
新たなステップアップについても、鋭意検討
を求めたい。・本事業においては、消費者志
向経営を通じて持続可能な社会に貢献すると
いった側面も強く打ち出されている。消費者
庁が求める本事業の効果という観点からは、
実際に提供される商品・サービス等における
消費行動の改善に主眼を置くべきものと思わ
れる。・本事業の短期的なアウトカムとして
は、自主宣言事業者の数、連絡会への参加が
挙げられているが、消費者庁として重視する
個別のアプローチでの実績、また、宣言を発
出した事業者における高度化のフォローアッ
プといった、より実質的な成果指標設定を考
えるべきではないか。・また、その先の中期
的アウトカムとしては、各事業者の自主宣言
とその実践、そして高度化の努力、また、
チェックシートの活用等を含めて、事業者と
消費者との共創・協働の成果として期待され
る消費行動の変化を的確に捉える指標の検討
を求めたい。

現状通り

一般競争入札等の実施により調達を行ってい
るが、入札結果が一者応札となっているた
め、その他の応札者が見込めるよう仕様書の
業務内容の明確化、早期調達により十分な調
査期間を確保するなど調達方法について工夫
いただきたい。

20 36 16 - 現状通り

・御指摘を踏まえ、これまでの取組みに
加え、以下施策を実施する。
１．普及活動の強化
 消費者志向経営推進組織の再活性化
 優良事例表彰等の類型化を進め、業態、
業界ごとの消費者志向経営に関する説明
会の実施
２．自主宣言事業者による取組の高度化
 地方自治体における事業者連携の促進と
横展開を検討
 地方自治体における融資制度の活用促進
３．消費者の行動変容の強化
 消費者志向経営の取組に関するチェック
シートに消費者の行動変容を促す取組を
追加　中期アウトカムとして、自主宣言
事業者の消費行動の改善や従業員エン
ゲージメントの向上効果等の指標を設定
することを検討
 また、調達手法については、御指摘を踏
まえ、引き続き競争性を確保しつつ、適
切な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0035 - - - - - 公開プロセス その他 ○

038 生活関連物資等の価格等の把握 平成21年度 終了予定なし 87 86 83 - 現状通り

コンテンツ作成等に係る調達については、一般競
争入札（総合評価落札方式）を活用し、調達目的
に十分な質を確保しつつ価格競争に付する方法が
ないか検討いただきたい。

34 52 18 - 現状通り
御指摘を踏まえ、引き続き各事業につき
適切な契約手法を検討の上で調達を行
い、効率的な予算執行に努める。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0036 - - - - - - 令和4年度 ○

039 国民生活センターの運営 平成15年度 終了予定なし 3,026 3,026 3,026 - 現状通り
引き続き、適切な予算執行及び事業の効率化
に努めていただきたい。

3,366 4,139 773 - 現状通り
引き続き、事業の効率化や調達の合理化
を進めながら、消費者問題に関する中核
的実施機関として業務を遂行する。

消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に
必要な経費

消費 21 - 0037 - - - - - - ○

040 農薬等ポジティブリスト制度推進事業 平成18年度 終了予定なし 577 577 485 点検対象外 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執
行に努めること。

503 583 80 - 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正
な執行に努めてまいりたい。

要求額のうち「重要
政策推進枠」75,370

医薬・生活衛生局
（生食）

一般会計

（項）食品等安全確保対策
費
　（大事項）食品等の飲食
による危害発生防止に必要
な経費
（項）厚生労働調査研究等
推進費
　（大事項）厚生労働科学

厚労 21 - 0428 - - - - - 令和4年度

041 食品添加物等の安全性確認の計画的推進事業 平成20年度 終了予定なし 303 303 260 点検対象外 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執
行に努めること。

275 453 178 - 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正
な執行に努めてまいりたい。

要求額のうち「重要
政策推進枠」185,242

医薬・生活衛生局
（生食）

一般会計

（項）食品等安全確保対策
費
　（大事項）食品等の飲食
による危害発生防止に必要

厚労 21 - 0429 - - - - - 令和4年度

042
食品用器具・容器包装の安全性確認の計画的
推進事業

令和2年度 終了予定なし 595 595 511 点検対象外 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執
行に努めること。

579 587 8 - 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正
な執行に努めてまいりたい。

要求額のうち「重要
政策推進枠」143,521

医薬・生活衛生局
（生食）

一般会計

（項）食品等安全確保対策
費
　（大事項）食品等の飲食
による危害発生防止に必要
な経費
（項）厚生労働調査研究等
推進費
　（大事項）厚生労働科学

厚労 21 - 0430 - - - - - 令和3年度

043 食品汚染物質の安全性検証推進事業 平成16年度 終了予定なし 76 76 63 

政策形成の基礎となる検証を行なうもので
あり、定量的な指標設定に馴染まない点は
首肯することができる。
引き続き事業の適正な執行に取り組むこ
と。（大屋 雄裕）

現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執
行に努めること。

76 77 1 - 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正
な執行に努めてまいりたい。

医薬・生活衛生局
（生食）

一般会計

（項）食品等安全確保対策
費
　（大事項）食品等の飲食
による危害発生防止に必要
な経費

厚労 21 - 0431 - - - - - 書面点検 平成29年度

044 健康食品の安全性の確保等事業 平成19年度 終了予定なし 120 120 109 

 安全確認のための試験検査を必要に応じ
て実施するものであり、定量的な指標設定
に馴染まない点は首肯することができる。
引き続き一者応札の解消に取り組むことが
求められる。（大屋 雄裕）

現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執
行に努めること。

120 136 16 - 現状通り
引き続き、必要な予算額を確保し、適正
な執行に努めてまいりたい。

要求額のうち「重要
政策推進枠」61,185

医薬・生活衛生局
（生食）

一般会計

（項）食品等安全確保対策
費
　（大事項）食品等の飲食
による危害発生防止に必要
な経費

厚労 21 - 0432 - - - - - 書面点検 平成29年度

045
食品衛生基準科学研究費補助金（食品衛生基
準行政推進調査事業費補助金を含む）

昭和26年度 終了予定なし 13,312の内数 15,269の内数 15,021の内数

 成果目標の中で、研究成果のデータベー
ス利用が増えているが、研究成果が社会へ
の還元に繋がりにくい状況を懸念する。
今後の事業実施に際しては、引き続き事業
計画に基づき適正な業務執行を行うこと。
（井野 麻美）

事業内容の一部
改善

研究成果が社会還元へ繋がりやすくなるよう
な研究計画を遂行するよう、引き続き、必要
な予算を確保し、適正な執行に努めること。

9,444の内数 307 - -
年度内に改善を

検討

引き続き適正な執行に努めるとともに、
成果データベース等を活用しより研究成
果を社会へ還元できるよう取り組んでま
いりたい。

健康・生活衛生局 一般会計

（項）厚生労働調査研究等
推進費
　（大事項）厚生労働科学
研究等の推進に必要な経費
　（大事項）厚生労働調査
研究等の推進に必要な経費
（項）科学技術イノベー
ション創造推進費
　（大事項）科学技術イノ
ベーション創造に必要な経
費

厚労 21 - 1016 - - - - - 書面点検 その他 平成29年度 ○

- - - - - - -
10,153 7,215 11,635 

4,056 4,378 4,901 

14,209 11,593 16,536 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「行政事業レビュー推進チームの所見」の「評価結果」欄の各判定の考え方はそれぞれ次のとおりである。

「廃止」：「事業目的に重大な問題がある」、「地方自治体や民間等に委ねるべき」、「効果が見込めない事業内容や実施方法となっている」などの状況にあり、事業の存続自体に問題があると考えられる場合



「事業全体の抜本的な改善」：事業の存続自体を問題とするまでには至らないが、事業全体として「事業内容が事業目的の達成手段として有効でない」、「資金が効率的に使われていない」、「効果が薄い」など、十分に効果的・効率的な事業となっておらず、事業内容を大幅かつ抜本的に見直すべきと考えられる場合

「事業内容の一部改善」：より効果的・効率的な事業とするため、事業の中の一部のメニューの改廃、事業実施方法や執行方法の一部の改善等によって、事業内容の一部を見直すべきと考えられる場合

「終了予定」：令和４年度終了事業や令和５年度終了予定事業など令和５年度のレビューを実施する前に令和６年度予算概算要求を行わないことが決まっていた事業

注４．「反映内容」欄の各判定の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和５年度の点検の結果、事業を廃止し令和６年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和５年度の点検の結果、見直しが行われ令和６年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和４年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和６年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和５年度の点検の結果、令和６年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注５．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額と支出が決定した閣議決定日を記載すること。

施策名：【1-⑧】 食品表示の企画・立案・推進

施策名：【1-⑨】 消費者政策の推進に関する調査研究・国際連携

施策名：【1-⑩】 事業者との協働に関する企画・立案・推進

施策名：食品等の飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止すること

政策名：【2】食品等の安全性を確保すること

いずれの政策・施策にも関連しないもの

合　　　　　計

一般会計

政策名：【3】研究を支援する体制を整備すること

施策名：厚生労働科学研究事業の適正かつ効果的な実施及び医薬品等の研究開発の促進並びに保健衛生分野の調査研究の充実を図ること

行政事業レビュー対象外　計

一般会計

一般会計

行政事業レビュー対象　計
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